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町の文化財紹介
いにしえ こ みちいにしえ こ みち

富士河口湖古の小径富士河口湖古の小径
御
　
幣
　
渡
　
し

　
郷
土
の
歴
史
と
伝
統
に

輝
く
金
山
神
社
十
四
日
祭

礼
・
御
幣
渡
し
の
儀
式
は
、

江
戸
時
代
中
期
頃
よ
り
河

口
湖
畔
の
ほ
と
り
、
小
立

乳
ヶ
崎
地
区
で
行
わ
れ
て

い
る
。

　
こ
の
行
事
に
出
る
の
は

主
役
と
し
て
道
祖
神
、
社

家
（
左
大
臣
・
右
大
臣
）

の
三
人
で
あ
る
。
道
祖
神

と
は
猿
田
彦
命
で
、
こ
の
神
は
天
孫
降
臨
の
時
天
の
神
を

迎
え
て
こ
の
国
に
道
案
内
を
し
た
神
で
、
全
て
の
道
に
通

ず
る
神
、
物
を
生
む
神
な
ど
と
し
て
庶
民
の
信
仰
を
集
め

て
い
た
と
い
う
。
家
内
安
全
、
商
売
繁
盛
、
子
孫
繁
栄
、

厄
年
の
厄
払
い
の
祈
願
で
あ
る
。
こ
の
御
幣
を
い
た
だ
く

こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
氏
子
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。
前
年

度
結
婚
を
し
た
新
婚
に
対
し
て
授
与
す
る
こ
と
の
風
習
を

続
け
て
き
た
。
昔
は
こ
の
お
頭
と
し
て
火
消
し
の
親
方
で

あ
り
若
い
衆
の
親
方
で
も
あ
る
そ
の
親
方
が
十
四
日
祭
礼

の
御
幣
渡
し
の
音
頭
取
り
を
し
た
と
い
う
。
そ
の
為
か
今

で
も
十
四
日
祭
礼
の
御
幣
渡
し
の
座
敷
に
は
消
防
の
幹
部

が
上
座
に
座
る
。

　
部
落
の
役
人
は
勿
論
、
そ
の
ほ
か
親
類
知
人
ま
で
招
待

し
、
一
昔
以
前
は
青
年
の
顧
問
か
ら
氏
子
総
代
に
移
る
度

に
そ
の
盛
大
さ
を
増
し
て
行
わ
れ
た
。
部
落
の
人
々
も
個

人
の
家
で
催
す
の
は
な
か
な
か
大
変
な
こ
と
だ
と
い
う
の

で
昭
和
三
十
年
代
後
半
に
氏
子
総
代
が
担
当
し
、
公
民
館

で
行
う
よ
う
な
現
在
の
形
に
至
っ
た
。

　
ま
ず
こ
の
行
事
は
道
祖
神
、
社
家
が
支
度
を
し
、
「
メ

ン
パ
」
を
頭
に
乗
せ
て
布
切
れ
で
上
か
ら
あ
ご
の
下
で
し

ば
っ
た
。
「
メ
ン
パ
」
と
は
細
長
い
形
で
角
を
丸
く
し
た

今
の
弁
当
箱
で
あ
る
。
顔
に
は
筆
に
墨
を
た
っ
ぷ
り
つ
け

て
眉
と
髪
を
威
厳
あ
る
様
に
書
い
た
。
昔
は
綿
入
れ
伴
て

ん(

筒
袖)

を
逆
さ
に
し
て
足
を
入
れ
、
又
綿
入
れ
伴
て
ん

(

筒
袖)

を
、
後
ろ
を
前
の
方
に
着
て
昔
の
武
官
ら
し
い
姿

を
ま
ね
て
作
っ
た
。
今
で
は
狩
衣
衣
装
で
手
に
は
大
き
な

飯
盛
杓
子
を
持
ち
、
会
場
に
は
消
防
幹
部
、
区
長
、
組
長
、
町

会
議
員
な
ど
役
職
者
の
人
々
が
待
ち
受
け
る
中
へ
神
官
の

先
導
で
道
祖
神
社
家
が
意
気
揚
々
と
座
敷
の
中
央
に
設
け

ら
れ
る
椅
子
に
着
座
し
、
一
同
に
向
か
っ
て
道
祖
神
は
御

幣
渡
し
の
儀
式
を
執
り
行
う
旨
を
宣
言
す
る
。

　
面
白
い
の
は
こ
の
御
幣
渡
し
の
儀
式
を
始
め
る
の
に
先

立
ち
、
右
大
臣
が
地
区
の
消
防
団
に
印
（
ハ
ン
コ
）
を
も

ら
い
に
行
く
手
続
き
を
と
る
こ
と
。
さ
す
が
の
右
大
臣
も

ハ
ン
コ
を
も
ら
う
ま
で
は
儀
式
が
始
め
ら
れ
な
い
の
で
お

酌
を
さ
し
つ
さ
さ
れ
つ
つ
消
防
を
と
り
も
ち
な
が
ら
ハ
ン

コ
を
押
さ
な
い
消
防
に
ご
き
げ
ん
を
取
る
。
地
域
を
守
る

火
消
し
へ
の
敬
意
を
か
う
と
も
、
火
を
扱
う
お
勝
手
を
守

る
と
い
う
意
味
と
も
い
わ
れ
る
。

　
ハ
ン
コ
を
も
ら
う
と
立
場
が
逆
転
し
て
道
祖
神
が
中
心

と
な
り
儀
式
が
始
ま
る
。
前
年
結
婚
し
た
新
夫
婦
を
前
に

呼
び
出
し
、
難
題
を
申
し
付

け
る
。
な
れ
そ
め
と
か
こ
の

縁
の
信
実
を
聞
き
た
だ
し
、

更
に
は
新
婚
の
夫
婦
を
笑
わ

せ
た
り
し
な
が
ら
皆
で
歌
あ

り
、
踊
り
あ
り
で
飲
め
よ
食

べ
よ
で
一
晩
楽
し
く
大
宴
会

と
な
る
。
地
区
の
住
民
が
笑

い
を
共
有
す
る
。
行
事
は
小

正
月
の
楽
し
み
と
同
時
に
こ

の
地
区
の
風
習
を
伝
え
る
為

に
綿
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
子
孫
、
又
後
の
代
々
ま

で
受
け
継
い
で
い
き
た
い
行
事
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
氏
子
総
代
　
渡
辺
　
達
也

お
ん
　
　
べ
い
　
　

わ
た

し
ゃ

け

さ
る
た
ひ
こ
の
み
こ
と

て
ん 

そ
ん 

こ
う 

り
ん

か
り
　ぎ
ぬ
　
い
し
ょ
う

お
め
で
た
（
出
生
）

お
子
さ
ん

父

母

片
桐
　
　
蒼
　
　
　
渉
　
　
幸
　
恵
　
船
津

宮
下
留
胆
仁
　
　
巨
　
源
　
憂
　
子
　
船
津

渡
邊
　
佐
和
　
　
吾
　
郎
　
芽
衣
子
　
船
津

坂
本
　
拓
斗
　
　
祐
　
二
　
　
純
　
　
船
津

上
野
　
都
貴
　
　
一
　
希
　
路
　
子
　
船
津

渡
邊
　
も
も
　
　
正
　
人
　
さ
く
ら
　
船
津

渡
邊
　
　
宗
　
　
正
　
人
　
さ
く
ら
　
船
津

渡
邊
　
咲
歩
　
　
拓
　
郎
　
　
恵
　
　
船
津

相
澤
　
郁
翔
　
　
和
　
昌
　
し
ぐ
れ
　
小
立

大
石
　
莉
子
　
　
孝
　
次
　
志
登
美
　
小
立

中
西
　
恒
成
　
　
　
希
　
　
尚
　
美
　
小
立

渡
辺
　
遼
夢
　
　
隼
　
人
　
　
茜
　
　
小
立

山
本
　
萌
衣
　
　
直
　
樹
　
美
　
香
　
小
立

堀
内
紅
乃
葉
　
　
英
　
二
　
佳
代
子
　
大
石

渡
辺
　
涼
介
　
　
道
　
仁
　
麻
　
里
　
西
湖

渡
邊
方
彩
一
　
　
成
　
一
　
実
　
鈴
　
大
嵐

白
川
　
一
成
　
84
歳
　
白
壁
あ
さ
江
　
船
津

山
本
　
富
子
　
83
歳
　
淺
田
　
　
　
　
船
津

渡
邊
　
和
雄
　
67
歳
　
渡
邊
　
和
久
　
船
津

外
川
　
行
雄
　
73
歳
　
外
川
　
和
幸
　
船
津

白
壁
　
弘
子
　
64
歳
　
白
壁
　
正
光
　
船
津

中
村
　
　
勸
　
81
歳
　
中
村
　
俊
二
　
船
津

渡
邊
　
二
勇
　
80
歳
　
渡
邊
キ
ヌ
ヨ
　
小
立

天
野
　
照
良
　
53
歳
　
天
野
　
智
恵
　
小
立

　

【
11
月
17
日
か
ら
12
月
18
日
ま
で
】

お
く
や
み
（
死
亡
）

届
出
人

あ
お
し

る
い
と

と
き

ひ
ろ
と

さ
　
わ

さ
　
ほ

り
　
こ

め
　
い

い
く
と

り
ょ
う
す
け

ま
さ
か
ず

こ
う
せ
い

は
る
む

こ
の
は

つ
　
き

虫
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日   

時
　
2
月
6
日 (

火)

　
　
　   

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

場   

所
　
富
士
河
口
湖
町
中
央
公
民
館

問
合
せ
　
山
梨
社
会
保
険
事
務
局
大
月
事
務
所

　
　
　
　
　
℡
0
5
5
4-

22-

3
8
1
1

国
民
年
金
・
社
会
保
険
相
談
所

人口

男

女

世帯

　　25,751人
(＋26)

 12,670人
(＋13)

 13,081人
　(＋13)

 8,713  
(＋24)

人のうごき人のうごき人のうごき

世帯

12月1日現在の
人口・世帯

駒
井
あ
き
の
　
89
歳
　
駒
井
　
俊
策
　
河
口

渡
邉
　
　
保
　
42
歳
　
渡
邉
　
和
夫
　
大
石

三
浦
　
照
枝
　
91
歳
　
梶
原
　
　
昇
　
大
石

小
佐
野
き
よ
子
　
76
歳
　
小
佐
野
侯
次
　
勝
山

渡
辺
ま
さ
ゑ
　
88
歳
　
渡
辺
富
士
雄
　
西
湖
西

古
谷
　
朝
子
　
72
歳
　
中
竹
　
裕
之
　
西
湖
西

三
枝
と
よ
の
　
93
歳
　
三
枝
　
義
一
　
富
士
ヶ
嶺

山
口
　
裕
次 

 

＝ 
 

奥
脇
か
お
り
　
船
津

笹
川
　
　
修 

 

＝ 
 

田
辺
　
　
泉
　
船
津

荒
井
　
達
也 

 

＝ 
 

梶
原
　
　
香
　
船
津

　
月
　
陽
一 

 

＝ 
 

増
子
　
己
記
　
船
津

宮
下
　
勝
己 

 

＝ 
 

大
森
　
豊
美
　
小
立

古
屋
　
俊
昭 

 

＝ 
 

平
賀
　
保
江
　
小
立

永
野
　
　
修 

 

＝ 
 

堀
内
　
梨
央
　
大
石

堀
内
　
昭
一 

 

＝ 
 

村
松
ま
ゆ
み
　
大
石

堀
内
　
一
央 

 

＝ 
 

渡
邉
あ
ゆ
み
　
大
石

梶
原
　
直
人 

 

＝ 
 

渡
邊
　
麻
美
　
長
浜

お
し
あ
わ
せ
に
（
結
婚
）

Happy Wedding

【例】

　※ 家庭から出たゴミや廃品の焼却

　※ 解体した家屋から出た木くずや廃畳等の焼却

　※ 事業活動で出た紙くず・木くず等の焼却

　※ 霜害を防ぐための廃タイヤ等の焼却

　※ 農業でマルチングやビニールハウスに使用したビニール類の焼却

【例外】

　・ 廃棄物処理基準に適合した焼却炉でのゴミの焼却

　　（排ガス処理装置等を完備した焼却炉でのみ可能です。）

　・ 災害の応急対策や復旧のため必要なゴミの焼却

　・ 農業者や林業者が行う稲わらや伐採した枝等の焼却

　・ 「どんと焼き」など風俗習慣又は宗教行事を行うための焼却

　・ たき火その他日常生活を営む上で通常行なわれる軽微な焼却

　   （例～たき火、キャンプファイヤー、暖をとる為の薪の焼却

　　　　いずれの場合もビニール、プラスチックなどゴミを燃やすことは出来ません。）

◆法律に違反して野外焼却を行った場合は、以下の罰則の適用を受け処罰されます。
　　　　　　　　【廃棄物の処理及び清掃に関する法律第１６の２、同法第２５条１項】

　　　　　　５年以下の懲役若しくは１，０００万円以下の罰金

県民一人一人が協力して違法なゴミの野外焼却をなくしましょう！

●問合先：富士・東部林務環境事務所環境課（電話 ０５５４―４５―７８１１）

　　　　　　　　　富士河口湖町環境課（電話 ０５５５―７２－３１６９）

廃棄物の処理及び清掃に関する法律は、廃棄物の野外焼却を禁止しています。

ゴミの野焼き禁止

【お詫びと訂正】 12月号30ページ「富士河口湖検定」での、富士ケ嶺地区の旧名称は、富士豊茂ではなく、本栖三ケ水でした。

　卒業や入学・就職シーズンを迎えるに当たり、関東甲信越ブロックの都県や政令指

定都市などが連携して、若者をねらった悪徳商法の被害を未然に防ぐために、共同で

キャンペーンを実施します。

　山梨県県民生活センター（場所：県民情報プラザ２階）では、期間中、県内の市町村

や教育機関にご協力をいただき、啓発リーフレットの配布や出前講座「消費者啓発の

ための若者教室」の集中的な開催などの活動を行います。

　また、特別相談「若者トラブル１１０番」を実施しますので、消費生活に関する心配

事がありましたら、お気軽にご相談ください。

「若者トラブル１１０番」開設

日時　平成１９年１月２５日（木）・２６日（金）

　　　８：３０～１２：００、１３：００～１７：００

電話　０５５－２３５－８４６５

　　　※来所による相談も受け付けます

～オイシイ話は要注意！　キミのそばにも「悪徳商法」！～

若者向け悪徳商法被害防止共同キャンペーン（平成１９年１月～３月）若者向け悪徳商法被害防止共同キャンペーン（平成１９年１月～３月）消費生
活

ひと口
情報
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「
広
報
富
士
河
口
湖
」
は
資
源
保
護
と
リ
サ
イ
ク
ル
促
進
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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anashi.jp

地球環境にやさしい町づくりを進めています。

ISO 14001 認証取得

EC00J0306

休日・夜間の救急医の問い合わせ先　℡２３－４４４４　(富士五湖消防本部テレフォンサービス)
平日　午後5時～、土曜日　12時から、日曜・祝祭日　午前8時～

■
無
料
弁
護
士
相
談

　
◆
日
時
　
毎
月
５
、
10
、
15
、
20
、
25
日

　
　
　
　
　   

午
後
１
時
～
３
時
30
分

　
　
　
　
　
（
こ
の
日
が
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は
前
後
の
平
日
）

　
◆
場
所
　
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
相
談
室

　
　
　
　 

（
県
民
情
報
プ
ラ
ザ
２
階
：
甲
府
市
）

　
※
相
談
は
予
約
制
で
、
１
人
当
た
り
30
分

■
電
話
相
談

　
◆
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
　

　
　  

℡
0
5
5
‐
2
2
3
‐
1
3
6
6

　
◆
富
士
・
東
部
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー

　
　
（
℡
0
5
5
4
‐
45
‐
5
0
3
8
・
7
8
4
3
）

　
◆
曜
日
・
時
間
　
月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

午
前
９
時
～
午
後
４
時

今月の行政相談・心配ごと相談日

1月20日(土)

◆行政相談・心配ごと相談・弁護士相談は、
　どこの場所へ行ってもOKです。

町交流センター

足和田出張所

本栖公民館

勝山ふれあい
センター

10時～14時 10時～12時

午後1時～4時

午後1時～3時

＝
県
の
機
関
が
行
っ
て
い
る
各
種
相
談
＝

場　所 時　間 弁護士相談

町の行政相談員さんは、　白壁　勝雄　72-0143　　　小佐野成太郎　83-2320
　　　　　　　　　　　　梶原　一榮　82-2446　　　渡辺　袈裟司　87-2316

　
今
年
で
26
回
目
を
迎
え
る
「
全

国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス

ト
山
梨
県
大
会
」
で
、
河
口
湖
南

中
学
校
３
年
生
の
渡
辺
麻
衣
さ

ん
が
最
優
秀
の
「
甲
府
地
方
法
務

局
長
賞
」
、
勝
山
中
学
校
３
年
生

の
渡
辺
佑
君
が
「
山
梨
日
日
新
聞

賞
・
山
梨
放
送
賞
」
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　
渡
辺
麻
衣
さ
ん
の
作
品
は
、
山
梨
県
の
代
表
と
し
て

全
国
大
会
に
出
品
さ
れ
、「
法
務
事
務
次
官
賞
」
に
選
ば

れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
山
梨
県
大
会
の
奨
励
賞
に
、
勝
山
中
３
年
生

の
在
原
美
鈴
さ
ん
と
堀
内
幸
絵
さ
ん
も
選
ば
れ
ま
し

た
。

　
こ
こ
で
は
、
渡
辺
麻
衣
さ
ん
と
渡
辺
佑
君
の
受
賞
を

し
て
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
の
度
は
、
甲
府
地
方
法
務
局

長
賞
と
い
う
素
晴
ら
し
い
賞
を

い
た
だ
き
、
大
変
う
れ
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。
誰
も
が
障
害
者
に
対

し
て
偏
見
を
も
つ
こ
と
な
く
生

活
で
き
る
社
会
、
い
つ
か
そ
ん
な
社
会
に
な
る
こ
と
を

願
い
つ
つ
、
こ
の
人
権
作
文
を
書
き
ま
し
た
。
こ
の
作

文
を
書
く
に
あ
た
り
、
自
分
は
ま
だ
障
害
者
を
特
別
視

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。
私
自

身
の
考
え
方
が
変
わ
ら
な
い
限
り
、
身
近
な
人
た
ち
の

考
え
方
を
変
え
て
い
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
私
は
一

歩
ず
つ
兄
の
存
在
を
受
け
入
れ
て
、
お
互
い
の
自
立
を

目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
。
人
権
に
つ
い
て
考
え
る
べ

き
問
題
は
障
害
者
の
問
題
以
外
に
も
た
く
さ
ん
あ
る

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
解
決
す
る
た
め
に
事
実
を
受

け
止
め
、
自
分
は
ど
う
な
の
か
を
考
え
て
い
き
た
い
で

す
。（
受
賞
作
品
名
「
母
の
顔
」
）

　

　
山
梨
日
日
新
聞
社
・
山
梨
放
送

賞
を
い
た
だ
き
、
大
変
う
れ
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
賞
を
い
た

だ
い
た
後
に
、
周
り
か
ら
様
々
な

反
響
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
で
、
表
現
す
る
こ
と

の
重
要
さ
、
責
任
の
大
き
さ
な
ど
を
実
感
し
ま
し
た
。

夏
休
み
に
、
人
権
作
文
を
書
く
に
あ
た
っ
て
、
何
を
書

け
ば
い
い
の
か
わ
か
ら
ず
悩
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
と

き
目
に
入
っ
た
新
聞
に
、「
女
性
が
働
く
こ
と
」
に
つ
い

て
の
記
事
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
も
と
に
作
文
を
書

き
始
め
て
み
た
と
こ
ろ
、
書
く
た
め
の
題
材
が
案
外
身

近
に
あ
っ
た
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
夏
休
み
前
に
公
民

の
授
業
で
習
っ
た
、
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
な

ど
、
自
分
に
は
あ
ま
り
関
係
が
無
い
と
思
っ
て
い
た

も
の
が
、
実
は
と
て
も
身
近
に
あ
る
と
い
う
こ
と
に
気

が
付
き
ま
し
た
。 

(

受
賞
作
品
名
「
男
女
同
権
の
社
会

は
い
つ
く
る
の
か
」)

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

　
山
梨
県
大
会
で
本
町
中
学
生
が
大
活
躍
！

「
自
分
を
見
つ
め
直
す
と
い
う
こ
と
」

渡
辺
　
麻
衣 

（
湖
南
中
学
校
三
年
生
）

「
気
が
つ
い
た
こ
と
」

渡
辺
　
　
佑 

（
勝
山
中
学
校
三
年
生
）

……………………………………………………………………………………


